
明治地域のまちづくり構想（市民案） 

①まちの魅力・問題点及び取組アイディア                      ■：市主体 ■：地域・住民主体 

 まちの魅力 まちの問題点 取組アイディア 

道
路 

 ■渋滞→抜け道交通→危険 

・道路が渋滞すると集落の中を通って危ない 

・朝の渋滞（155 号線） 

■生活道路が狭い 

・道路が狭い（集落の中） 

■東西幹線道路が不足 

・東西の道路が整備されていない 

 

公
共
交
通 

 ■車がないと不便（800m は歩けない） 

コミバスにも乗れない 

・国府宮まで行くのにバスの利用が分からない 

・明治地区には駅がない 

■高齢者の送迎、助け合い 

・高齢者の送迎（助け合い、ポイント制） 

 

安
全
・
安
心 

■災害少ない 

・この地域は災害が少ない 

■コミュニティがある 災害時の声かけ 

・相互扶助は少しだけ残っている 

・土田にいると友人が話しかけてくれる 

■街路灯 

・街路灯、かなり増えてきた 

■若い世代が入ってこない→今後空家が増え

る 

・子供の数が少ない ・人口が増えない 

■コミュニケーション不足（市営住宅） 

・高齢者の話し合いが見られない 

・となりとのコミュニケーションが不足 

 

自
然
・
公
園 

■自然が豊富 緑が多い 

・静かである   ・小鳥がよく飛んでくる 

・空気がきれい   ・まわりに樹木が多くてよい 

・田畑がありおちつく ・農業塾で活動出来る 

■くつろげる公園がない 

■レジャー施設が少ない 

 

■■公園の充実 

・公園の一部をコンクリート化、スケボーが利用できるよ

うにする 

・人が集まる大型店の近くに大きな公園を整備する 

・国分寺跡の公園に若い人を集める工夫を 

■緑の管理 

・ボランティア活動を利用するとよい 

景
観
・
観
光 

   

暮
ら
し
や
す
さ 

■スーパー（アピタ）がある 喫茶店が多い 

・喫茶店が多い 

・スーパーが近くにあるアピタ 

 

■車がないと不便（800m は歩けない）コミバ

スにも乗れない不便 

・駅まで遠い 

・国府宮まで行くのにバスの利用が分からない 

・買物が不便（車が必要） 

・買物するのに遠くまで行かないといけない 

・車がないと移動に困る（交通手段） 

■低い住み心地度 

・稲沢市の住み心地度が全国的に順位が低い 

■道路に花 

・家庭で花を飾る（今できるところを発掘） 

■野菜の直販 

・空き地を有効利用（販売所として利用） 

 

そ
の
他 

 ■稲沢に企業がない 

■その他 

・高度医療施設がない ・水はけが悪い 

・川、側溝の整備が悪い ・市全体が暗い 

・図書館のイメージが暗い 

■公共施設の整備 

・明治センターの建物が古い、もっとわかりやすい場所

にもって行く 

・明治地区専用の体育館をつくる 

 

②まちの将来像 

 まちの将来像  

花・緑と歴史に囲まれた人との交流を図るまち 

■歴史 

・歴史の明治（国分寺、一色、矢合地区の歴史を広め

る） 

・歴史が息づく緑と花に囲まれた町 

 

■花・緑 

・明治地域の緑とまちづくり 

①商業施設とかけ合わせて人の集まるイベントづくり 

②明治のブランド化（１．植木・花、２．1 次～6 次産業で

のブランド化） 

・歴史が息づく緑と花に囲まれた町 

・緑と花があふれる 

・花と緑 

 

■人との交流 

・異世代との交流 

・人と人をつなぐ 

・日常気楽にくつろげる場所 大人、子供いっしょに 

・高齢者社会に向かって各人の趣味に合った見学コース

を作る（足はコミュニティバス） 

 

 

  



 

③将来まちづくり構想図（市民案） 

 

  




